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令和２年度第１回八戸市協働のまちづくり推進委員会議事録 

 

【日 時】令和２年８月６日（木）午前 10時から午前 11時 20分 

【場 所】市庁本館３階 議会第４委員会室 

【出 席 委員】加藤宏明委員、工藤恵美子委員、小島慶喜委員、永渕律子委員、平山佳子委員、 

     横田将志委員 

【事務局】市長、総合政策部長、総合政策部次長、市民連携推進課職員 

 

 

次第１ 開 会 

  （司会：市民協働グループリーダー） 

 

次第２ 委嘱状交付 

○ 市長より、委員へ委嘱状を交付。 

 

次第３ 市長あいさつ 

それでは、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は御多忙の中、御出席を賜り、誠にありがとうございます。また、皆様には、「八戸市

協働のまちづくり推進委員会」の委員をお引き受けいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、当市では、平成 17年 4月の八戸市協働のまちづくり基本条例の施行以来、市民、事

業者、行政がそれぞれの役割のもと、対等の立場で協力し合う「協働のまちづくり」に積極

的に取り組んで参りました。 

これまで、当委員会の皆様には、協働のまちづくりの推進にあたり、協働の施策に関する

検証をはじめ、「市民奨励金制度」や「市民提案制度」での審査や評価をいただくなど、市民

のアイデアや発想と行政をつなぐ重要な役割を担っていただいております。 

また、当市では、地域における課題解決や地域活性化に取り組む活動を支援する「地域の

底力」実践プロジェクト促進事業や、八戸圏域連携中枢都市圏の将来を担う高校生の人材育

成を図る「高校生地域づくり実践プロジェクト事業」等、多様な主体がまちづくりに関わる

事業を展開しております。 

しかしながら、今般の新型コロナウイルス感染拡大に伴い、日常生活や経済活動等の自粛

による影響が多方面に及び、市民活動や地域コミュニティ活動も停滞する状況が続いており

ます。 

感染の収束が見通せず事業やイベントが軒並み中止となる中、現状を打開するため、各団

体においては、新しい生活様式を踏まえた今後の活動のあり方を模索していくことが求めら

れております。 

このように取り巻く環境が大きく変化する中で、多様化する市民ニーズ、複雑化・高度化

する地域課題に対応し、持続可能な地域社会を形成するためには、これまで以上に市民活動

団体や地域コミュニティ団体等と行政が相互の理解と役割分担のもとで、協働による取り組

みを進めていくことが重要になっていくものと考えております。 

委員の皆様におかれましては、協働のまちづくりのより一層の推進を図るため、それぞれ

の知識や経験に基づく幅広い見地から、忌憚のない御意見を賜りますようお願い申し上げ、

挨拶といたします。 
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次第４ 委員長・副委員長選出 

○ 委員長及び副委員長の選出を行い、委員長は小島委員に、副委員長は加藤委員に決定した。 

○ 自己紹介並びに当委員会についての意見交換及び市民活動や地域活動の経験について、情

報交換を実施した。 

 

■委員長 

 ・委員長として、新たに御参画いただく皆様と、これまで御経験があります皆様とのつな

ぎ役になれればと思っております。 

 ・私自身の経験や知識を活かして、これからも協働のまちづくりを市民の皆様と共に進め

ていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

■委員 

・仕事の関係で出身地の八戸市に戻ってきてから市民活動を行っており、現在も活動を続

けております。所属団体では高齢化が進んでおり私が最年少でしたが、最近、私より若

い方が参加されたため、今後、活動が盛り上がっていければと思っております。 

 ・私自身好きで、楽しく委員会に参画させていただいております。よろしくお願いいたし

ます。 

 

■委員 

 ・今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年度まで実施してきた活動ができ

ない状況にあります。 

 ・皆さんには、教えていただくこと、協力していただくことがあるかと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

■委員 

 ・こちらの委員会は、様々な経験をお持ちの方が、豊かな発想で意見を述べられており、

狭い世界しか経験のない私にとって、ここでの会議が大変刺激的に感じております。 

・会議では、活発に意見交換がなされ、その中で多角的な視点で見ることや考えることが

でき、勉強させていただいております。よろしくお願いいたします。 

 

■委員 

 ・近年では、NPO や NGO が国際社会に直接関わる時代になってきており、八戸市がより発

展していくためには、このような団体を支援していく必要があると感じております。 

 ・私自身タイに留学した際、農村を経験していたため、そういった知見を活かすことがで

きると感じております。 

 ・今後、皆さんと様々お話しながら、委員として活動できればと思っております。よろし

くお願いいたします。 

 

■委員 

 ・私自身まちづくりに対して大変興味があり、参画させていただきます。 

・諸団体の活動に参加させていただいた際に、まちづくりに対して一所懸命に活動されて

いる方が多いことを知りました。微力ながら協力できればと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 
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次第５ 議 事 

 
(1) 協働のまちづくり推進委員会について 

○ 会議及び議事録の公開について説明し、委員会の承認を得る。 

○ 事務局より、資料「協働のまちづくり推進委員会について」に沿って、委員会の概要及び

活動計画(案)を説明し、活動計画(案)について委員会の承認を得る。 

 

(2) 協働のまちづくり事業概要について 

○ 事務局より、資料「協働のまちづくり事業概要」に沿って、協働のまちづくり事業概要を

説明した。 

 

(3) その他 

○ 特になし 

 

次第６ 閉 会 

  （司会：市民協働グループリーダー） 


